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仕
−
脱
カ

ル

ト
支
援
を
手
が
か

り
に
」

と

題
す
る

発
表
を

行
な
い

、

上

述

の

二

名
の

発
表
者
と
は

違
っ

て
、

宗
教
者
側
に
よ

る

実
践
活
動
に

潜
む
カ

ル

ト
的
側
面
に

注
意
を
促
し
た

。

復
興
支
援
を
「

伝
道
」

と
位

置
づ

け
る

宗
教
者
た
ち
の

活

動
は
、

「

救

う
者
」

と
「

救
わ

れ

る
者
」

と
い

う
非
対

称
の

関
係
を
構
築
し

て

い

る

点
で
、

ボ

ラ
ン

テ

ィ

ア

を
志

す
人
々

の

「

善

性
」

に

つ

け
こ

み
、

復
興
協
力
に

紛
れ

込
ん

で

蠢
動
す
る

各
種
カ

ル

ト

団

体
の

手
法
と

志
向
性
が

類
似
し

て

い

る
。

震
災
と

原
発
事
故
の

深
刻
な

痛

手
か
ら
の

回
復
は
、

カ
ル

ト

か
ら
の

被
害
回

復
と

同
様
に、
「

元
通
り
に

な
る
」

こ

と
を

意
味
し
得
な
い

。

む

し

ろ
、

回
復
さ

れ

得
な
い

被
害
と

心

の

深
い

痛
手
を

引
き
受
け
る

決
断
を

共
に
分
か

ち
合
う
「

脱
カ

ル

ト
」

的

方
向
が

望

ま
れ

る
。

こ

う
い

う
「

脱
カ

ル

ト
」

的
方
向
を
視
野
に

入
れ

た

「

カ

ル

ト
」

再
定
義
の

学
的
作
業
が

今
後
求
め
ら
れ
る

。

　

研
究
者
で

あ
る

と

同
時
に

宗
教

者
で

も
あ
る

こ

れ

ら
三

名
の

真
剣
な

実

践
活

動
に

基
づ

く

現
場
報
告
的

発
表
の

重
要
性
と

意
義
を

指
摘
し

た

上

で
、

本
パ

ネ
ル

代
表
者
の

新
免
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
と

東
日

本
大
震
災

の

体
験

者
と
し

て
、

公

安
に

よ

る

マ

ー

ク
な
ど

の

リ

ス

ク

を
伴

う
自
ら
の

被

災
者
支

援
活
動
を

も
踏
ま
え

、

3
・

11
以

降
の

諸
宗
教
共
同
に

よ
る

国

家

総
動
員

法
的
な

支
援
活
動
の

異

様
な

盛
り
上

が

り
に

対

す
る

違

和
感

、

第
三

者
が

語
り
得
ぬ

被
災
者
の

苦
し

み

を
前
に

し

た

既
成
の

宗

教
言
説
の

限

界、

国

家
に

よ

る

宗
教
統
制
に

結
び
つ

き
う
る

「

宗
教
の

公
益

性
」

と

い

う
発
想
の

危
険

性
、

震
災
体
験
を

語
ら
せ
ら

れ

て

い

る

側
と

そ
れ
を

記

述

す
る

側
と
い

う
奇
妙
な

図
式

、

障
碍
者

、

高
齢
者

、

生
活
弱

者
な
ど
の

災

害
弱
者
に

対
す
る

市
民
的
な

継
続
的
支
援
の

重
要
性

、

行
政
の

管
理
の

枠
を
超
え
て

自
由
に

動
き

回
る

政

治
提
言
ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

の

必

要
性

、

並

び

に、

課

題
共

有
重

視
型
の

宗
教

論
を

中
心
に

コ

メ

ン

ト
し

た
。

　

難
問
が

山
積
す
る

東
日

本

大
震
災
後
の

過
酷
な

現
実
に

立
ち

向
か

う
た

め

に

は
、

カ

ル

ト
と
同

質
の

収
奪
シ

ス

テ

ム

の

枠
組
み

の

中
に

あ
る

支
配

装
置
と

し

て

の

制

度
的

宗
教
か

ら
、

情
念
に

左

右
さ
れ

な
い

霊

性
に

裏
打

ち
さ

れ
た

共
感
的
宗
教
へ

の

転
換
が、

宗
教
言
説
に

お

い

て

も

要
請
さ

れ

る
。

こ

う
い

う
時
代
的

要
請
を

現
代
宗
教
論
の

中
に

加
え
る

こ

と
が

震
災

後
の

重
要
な
宗
教

学
的

課
題
で

あ
る
と

言
え
よ

う
。

伝
統
の

危

機
と
ユ

ダ
ヤ

教

　
　

　
　

築
き
あ
げ
た
も
の

が

壊
れ
る

と
き

翻
訳
聖
書
に

見
る

「

危

機
」

解
釈
と
克
服

　
　
　

金
の

子
牛
像
事
件
を
中
心
に

代
表
者
・

司

会
　
勝
又
悦
子

コ

メ

ン

テ

ー

タ

　
小
田
淑
子

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

大
澤

　
耕
史

　

本
報
告
で

は
、

出
エ

ジ
プ
ト

記
三

十
二

章
冒
頭
に

描
か

れ

て

い

る

金
の

子
牛
像
事
件
に

つ

い

て
、

ユ

ダ

ヤ

教
の

翻
訳
聖

書
に

お

け
る

そ
の

解
釈
を

考
察
し
て

い

く。

金
の

子
牛
像
事
件
と

は、

エ

ジ

プ
ト

を

出
た

イ
ス

ラ

エ

ル

の

民
が

シ

ナ
イ

山
に

至

り、

山
上

で

モ

ー

セ

が

神
か

ら

十
戒
を
受
け
て

い

る

間
に
、

ふ

も
と
で

モ

ー

セ

の

下
山
を
待
っ

て

い

た

民
が
、

ア
ロ

ン

に

せ

ま
っ

て

金
の

子
牛
像
を

作
ら

せ
、

そ
の

前
で

祭
を

行
う
と
い

う
も
の

で

あ
る

。

そ
の

結
果
神
は

激
怒

し
、

モ

ー

セ

が
た

だ

ち
に

下

山
し
て

子

牛
像
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を
破

壊
し

、

レ

ビ

人
を

集
め
て

民
の

内
の

三

千
人
を

殺
害
す
る
。

モ

ー

セ

自
身
こ

の

民
の

行

為
が

罪
で

あ
っ

た

と

言
っ

て

い

る

よ

う
に

（
二

十
一

節
）

、

こ

の
一

連
の

出
来
事
は
ユ

ダ
ヤ

教
に

と
っ

て

非
常
に

問
題
の

あ
る

事
件
で

あ

り
、

彼
ら
に

と
っ

て

信

仰
の

危
機
と

呼
べ

る

ほ

ど

の

も
の

で

あ

る
。

事
実
、

新
約
聖

書
に

お
い

て

す
で

に

キ

リ
ス

ト

教
会
が

こ

の

事
件
を

も
っ

て

ユ

ダ

ヤ

教
を

攻
撃
し
た

と
い

う
伝
承
も

残
さ
れ

て

い

る

（

使
徒
言

行
録
七

章）
。

で

は

逆
に
、

ヘ

ブ

ラ

イ

語
聖
書
が

確
立
し

た

後
の

時
代
の

ユ

ダ
ヤ

教
は
、

こ

の

事
件
を
ど

の

よ

う
に

解
釈
し

、

ま
た

克
服
し
て

き
た

の

か
。

そ
の
一

端
を

翻
訳
聖

書
か

ら

明
ら

か

に

す
る

の

が

本
報
告
の

目
的

で

あ
る

。

な
お
、

翻
訳
聖
書
の

底

本
と
な

る
ヘ

ブ
ラ

イ

語
原
典
は
、

紀
元

一

世
紀
に

は

現
在
と
ほ

ぼ

同
じ
形
で

確
立
し

た

も
の

と

み
な
す

。

　
ヘ

ブ

ラ

イ
語
聖
書
の

最
初
の

翻

訳
は
、

紀
元

前
三

世
紀
半
ば

頃
ま
で

に

エ

ジ
プ
ト

の

ア

レ

ク

サ

ン

ド

リ
ア

で

生

ま
れ

た
、

七

十
人
訳
と

呼
ば

れ

る

ギ

リ
シ

ア

語
訳
で

あ
る

。

こ

れ
以

降
少
な
く
と

も
二

世
紀
に

は

そ
の

他
の

ギ

リ
シ

ア

語
訳
が
流
布
し
て

い

た

と

考
え
ら

れ
る

が
、

本
報
告
で

は

ギ

リ

シ

ア

語
訳
は

こ

の

七

十
人
訳
の

み

を

扱
う

。

続
い

て
、

ア

ラ

ム

語
訳
で

あ

る

タ

ル

グ

ム

が

成
立
し
て

い

く
。

現
在
確
認
さ
れ

て

い

る
モ

ー

セ

五

書
の

タ

ル

グ

ム

と

し
て、

オ

ン

ケ
ロ

ス

（
三

世
紀）

、

偽
ヨ

ナ
タ

ン

（
七
世
紀）

、

ネ
オ
フ

ィ

テ

ィ

（
七

−
九

世
紀）
、

フ

ラ

グ

メ

ン

ト

（

不
詳
∀

の

四

種
類

が

挙
げ
ら

れ
る

。

そ
の

他、

聖
書
は

ラ

テ
ン

語
や
シ

リ
ア

語
な
ど
様
々

な

言
語
に

翻
訳
さ
れ
て
い

く
が、

そ
れ
ら

は

み

な
キ

リ
ス

ト
教
徒
に

よ

る

キ

リ

ス

ト
教
徒
の

た
め
の

翻

訳
で

あ
る

た

め
、

本
報
告
で

は

扱
わ

な
い

。

　

具
体
的
に

見
て

い

く
と、

ま
ず
七

十
人
訳
で

は
、

イ
ス

ラ
エ

ル

の

民
が

子

牛
像
を
作
っ

た
の

は

「

民
が
悪
の

中
に
い

る
」

（

原
典
二

十
二

節）

か

ら

で

は
な
く、

民
の
「

衝

動
」

の

せ

い

だ
と

解
釈

す
る

が
、

こ

の

「

衝
動
」

は

ラ

ビ

文
献
に

よ

く
見
ら

れ
る

後
述
の

「

悪
の

衝
動
」

と

は

異
な
る

。

そ
の

他
の

箇
所
は
ほ

ぼ

ヘ

ブ

ラ

イ

語
原

典
の

直
訳
で

あ
り、

特
に

目
立
っ

た

解

釈
は

見
ら
れ

な
い
。

続
い

て

タ

ル

グ

ム
、

特
に
一

番
加

筆
の

多
い

偽
ヨ

ナ

タ

ン

に

は、

「

モ

ー

セ

自
身
が

定
め

た

時
問
が

過
ぎ
て

も
モ

ー

セ

が
下
山

し

な
か

っ

た
」

（
一

節）
、

「

サ
タ
ン

が
や
っ

て

き
て

民
の

心
を
傲
慢
し
た
」

（
同）
、

「

民
は
モ

ー

セ

が

神
の

前
で

燃
や
さ
れ
た
の

を

見
た
」

（
同）
、

「

ア

ロ

ン

は

フ

ル
（
モ

ー

セ

の

甥）

が
殺
さ
れ
る
の

を

見
て

恐
れ
た
」

（

五

節）
、

「

民
は

偶
像

崇
拝
に

戯
れ
た
」

（
六

節）
、

「

民
を
迷

わ
せ

た
の

は

悪
の

衝

動
」

（
二

十
二

節
）

な
ど
の

記
述
が

あ
る．、

タ
ル

グ

ム

に
は

、

民
の

罪
は

罪
と
し

て

認
め

た

上
で
、

彼
ら
が

子
牛
像
を
求
め
た

理
由
や

ア

ロ

ン

の

行

動
の

背
景
な
ど

の

細
か
い

描
写
を

加
え
る

傾
向
が
あ
る

。

そ

の

上
で

、

ア

ロ

ン

に

対
し

て

は
一

貫
し
て

同
情
的
で

あ
り、

民
全
体
に

対
し
て

も
一

定

の

同
情
の

余
地
を

残
し
て

い

る

と

言
え
る

。

こ

う
い

っ

た

自
由
度
の

高
い

聖
書
解
釈
は
、

翻
訳
聖
書
だ

け
で

は

な
く
そ
の

他
の

ユ

ダ
ヤ

教
文
献
に

も

見
ら
れ

る

こ

と

か

ら、

翻
訳
聖
書
が

ユ

ダ

ヤ
教
の

聖
書
解

釈
の

慣
習
に

則

っ

て

い

る

こ

と

は

明
ら
か
で

あ
る

。

そ
の

上
で
、

解
釈
を

直
接
聖
書
本
文

に

織
り
込
ん

だ

と
い

う
点
に、

そ
の

特
徴
が
あ
る
と

言
え
よ

う
。

「

第一
一
神
殿

崩
壊
」

は

い

か

に

解
釈
さ
れ
た
か

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

勝
又

悦
子

　
紀
元
後
七

〇
年、

そ
れ
ま
で

の

ユ

ダ

ヤ

教
の

中
心
で

あ
っ

た

神
殿
が
ロ

ー

マ

帝
国
の

テ

ィ

ト
ス

帝
に
よ

っ

て

崩
壊
さ
れ
、

以

後
、

ユ

ダ
ヤ

教
徒
は

国
家
を
失
う

。

宗
教
的
な
中
心
を

失
う
こ

と

に

な
っ

た
こ

の

事
件
は、

ユ

ダ

ヤ

教
の

転
換
期
と
さ
れ
る

。

以

後、

祭
司
集
団
が

率
い

る

祭
儀
的
な
ユ

ダ

ヤ
教
か

ら
、

ラ

ビ

（
ト
ー

ラ

ー

の

学
び

の

師）

が
主
導
す
る

ト
ー

ラ

ー
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